
はじまる前に、アンケートへのご協力をおねがいします 

現在、科学コミュニケーション活動に関する調査を行っています。アンケートへのご協力、どうぞよ

ろしくお願いいたします。なお、後日、研究・報告のためにアンケートの結果を利用させていただく

ことがあるかもしれませんが、その場合、個人が特定されることのないよう十分に配慮いたします。

また、不特定多数の人が、個別の回答の内容を知る機会はありません。              

＊選択肢の中から最も近いものを１つだけお答え下さい。 

 

Ｑ１．科学・技術に関心がありますか？  

１．とても関心がある  ２．関心がある   ３．関心があるともないとも言えない 

４．関心がない     ５．全く関心がない  

 

Ｑ２．科学・技術に関する情報を積極的に調べることはありますか？ 

１．はい       ２．いいえ        

  

Ｑ３．過去、科学・技術に関する情報を調べた際に、探している情報を見つけることができましたか？ 

１．見つけられた。大抵、その内容は容易に理解できる。 

２．見つけられた。しかし、ほとんどの場合、その内容を理解することは難しい。 

３．見つけられなかった。ほとんどの場合、探している情報は見つけられない。 

 

Ｑ４．次の文章の中で、新しい技術や製品についてあなたが通常どのように感じるかについて、 

うまく表現しているものを１つお選びください。 

１．新しい技術や製品を、いつも誰よりも先に試してみる。 

２．新しい技術や製品は、まず試した人の様子をみてから使う。 

３．新しい技術や製品は、周囲の多くの人が使っている様子をみてから使う。 

４．新しい技術や製品は、積極的には使わない。 

 

Ｑ５．あなたにとって重要な科学・技術の問題についての政策形成に対して、 

あなた個人はどの程度の影響力を持つべきだと思いますか？ 

１.大きな影響力をもつべきだ    ２．ある程度の影響力をもつべきだ 

３．あまり影響力をもたなくてよい  ４.全く影響力をもたなくてよい 

 

ご回答を統計的に分析するために，失礼ですが，あなたご自身のことについてお伺いします。 

Ｑ６．あなたの性別は何ですか？       １．男性      ２．女性 

（裏面に続きます） 

 



Ｑ７．あなたの年齢は満でおいくつですか？    

１．10 歳未満  ５．25～29 歳  9．45～49 歳  13．65～69 歳   

２．10～14 歳  ６．30～34 歳  10. 50～54 歳  14. 70～74 歳   

３. 15～19 歳  ７．35～39 歳  11. 55～59 歳  15. 75～79 歳   

４．20～24 歳  ８．40～44 歳  12. 60～64 歳  16. 80 歳以上   

Ｑ８．以下の年齢に当てはまるお子さんの人数をお答えください。  

                 男                   女 

            ０～２歳   (       )人  (       )人 

            ３～５歳   (       )人  (       )人 

６～８歳    (       )人  (       )人 

９～11 歳    (       )人  (       )人 

12～14 歳    (       )人  (       )人 

Ｑ９．現在のご職業をお選びください？ 

１．農林水産業(家族従業者)    ６．自由業(家族従事者)   11. 主婦・主夫(無職)  

２．農林水産業(家族従事者)    ７．管理職(雇用者)         12. 学生(無職) 

３．商工サービス業(自営業主)   ８．専門技術職(雇用者)   13. その他の無職(無職)     

４．商工サービス(家族従業者)   ９．事務職(雇用者)         14. わからない 

５．自由業(自営業主)          10. 労務職(雇用者)    

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

今後、PESTIからのご案内を希望される方は、以下に連絡先をご記入ください。 

（頂いた個人情報は、PESTIからの連絡以外の目的では使用しません。） 

お名前：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ メールアドレス：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

本アンケート調査の実施者について 

・名称 JST・RISTEX 科学技術イノベーション政策のための科学研究開発プログラム 

「STI に向けた政策形成プロセスへの関心層別関与フレーム設計」（代表：加納圭） 

・目的：私たちの研究プロジェクトは、国民のニーズや意見を政策プロセスにつなげること

のできるような仕組みを開発することを目的としています。 

・問い合わせ先（研究プロジェクト代表） 

〒520-0862 滋賀県大津市平津 2-5-1 滋賀大学教育学部 加納 圭 

TEL：077-537-7797 ／ FAX：077-537-7797 

Email：kkano＠edu.shiga-u.ac.jp 


